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定　例　会

5019万円を追加
− 総額64億1787万円 −

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は

６
月
19
日
開
会
し
24
日
ま
で
開
か
れ
た

全
議
案
可
決
さ
れ
た

［
主
な
質
疑
］

問
（
荒
木
議
員
）

六
栄
小
学
校
が
「
生

き
る
力
を
育
む
」
と
い
う

こ
と
で
県
の
研
究
指
定
を

受
け
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

26
年
か
ら
27
年
に
か

け
て
２
年
間
の
指
定
を
受

け
た
。
全
て
の
分
野
に「
生

き
る
力
を
育
む
」
こ
と
が

入
っ
て
お
り
、学
力
充
実
や

心
の
教
育
も
そ
の
一
つ
だ
。

問
（
磯
野
議
員
）

熊
本
北
部
漁
協
が
所

有
す
る
ノ
リ
保
管
用
冷

凍
庫
の
改
修
工
事
の
内
容

は
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

３
月
上
旬
に
扉
の
側

面
の
腐
食
や
剥
離
が
見
つ

か
っ
た
。
県
に
相
談
し
水

産
基
盤
交
付
金
の
内
示
を

受
け
、
本
年
度
秋
の
稼
動

に
間
に
合
う
よ
う
に
補
修

一般会計補正予算の主な事業

を
行
う
も
の
。
現
在
の
利

用
は
、
北
部
漁
協
全
体
で

13
人
だ
。

問
（
樋
口
議
員
）

保
育
所
の
緊
急
整
備

事
業
補
助
金
の
追
加
補
正

（
８
４
０
万
円
）は
ど
う
い

う
こ
と
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

長
洲
保
育
所
と
清
里

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
施
設
か
ら
長
洲
幼
稚

園
の
敷
地
に
建
て
替
え
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
腹
赤

保
育
所
と
上
沖
洲
保
育
所

に
関
し
て
は
、
腹
赤
保
育

所
の
西
側
に
増
築
す
る
も

の
だ
が
、
今
回
の
追
加
の

補
正
は
、
３
月
の
当
初
予

算
作
成
後
に
、
資
材
や
労

務
費
の
値
上
が
り
な
ど
を

反
映
し
、
国
の
補
助
基
準

額
を
９
・
５
％
ア
ッ
プ
す
る

と
い
う
通
知
に
基
づ
い
て

の
も
の
だ
。

問
（
宮
本
議
員
）

く
ま
も
と
地
産
地
消

活
動
支
援
事
業
と
は
。

一
般
会
計
補
正
予
算

答
（
農
林
水
産
課
長
）

県
の
事
業
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
農

産
物
の
活
用
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
認
知
度
向
上
と
、
そ

の
普
及
を
目
指
し
長
洲
産

ミ
ニ
ト
マ
ト
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

問
（
市
原
議
員
）

介
護
予
防
拠
点
整
備

事
業
、
今
回
で
町
内
27
カ

所
目
と
な
る
。
せ
っ
か
く

で
き
た
施
設
を
利
用
す
る

人
が
増
え
る
よ
う
に
、
ま

た
新
し
い
喜
び
や
生
き
が

い
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

施
設
に
し
て
い
く
事
が
大

切
だ
が
。

答
（
町
長
）

拠
点
の
施
設
で
は
、

体
力
測
定
と
か
認
知
力
の

測
定
、
い
き
い
き
シ
ニ
ア

教
室
、
脳
の
健
康
教
室
、

健
康
体
操
な
ど
た
く
さ
ん

の
事
業
を
や
る
こ
と
に
よ

り
、
介
護
予
防
や
生
涯
学

習
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
利
用
者
数
の
増
に

も
努
め
た
い
。

問
（
福
永
議
員
）

保
育
所
の
整
備
事
業

に
当
初
予
算
と
今
回
の
補

正
合
わ
せ
て
９
千
数
百
万

円
を
一
般
財
源
か
ら
補
助

す
る
。
実
際
の
工
事
は
町

内
業
者
が
入
れ
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

統
合
園
創
設
ま
た
大

規
模
改
修
に
あ
た
っ
て
は

そ
れ
な
り
の
建
設
技
術
を

持
っ
た
と
こ
ろ
に
頼
ま
れ

る
と
は
思
う
が
、
そ
の
建

設
事
業
に
、
地
元
業
者
が

参
入
で
き
る
よ
う
に
お
願

い
す
る
つ
も
り
だ
。

事業名 予算額（万円） 事業概要

コミュ ニ ティ事 業 
助 成 金 250

　地域のコミュニティの活性化等を目的に「宝くじの
普及広報事業」から交付される助成金で、今年度は清
源寺区のワイヤレス放送システムの整備を行う。

保 育 所 等
緊 急 整 備 事 業 2531 　保育所の老朽化等による保育環境整備、子どもを

安心して育てることができる体制整備を行う。
地域密着型サービス
拠点等施設整備事業 750 　高齢者が元気に安心して暮らせるまちを目指し、介

護予防拠点の整備を行う。

くまもと地 産 地 消
活動支援等推進事業 30

　長洲産ミニトマトを活用した農業振興の発展をはじ
め、更なる認知度向上・地場産業の活性化を目指し、
料理コンテストを開催する。

水 産 基 盤 整 備
交 付 金 事 業 28 　熊本北部漁業協同組合が所有する海苔保管用冷凍

庫の一部改修に対する県の交付金。
B&G海洋センター
艇 庫 改 修 事 業 875 　老朽化に対する安全性及び適正管理の観点から、

B&G海洋センター艇庫の改修工事を行う。

長洲町中央公民館
改 修 事 業 810

　生涯学習や介護予防の拠点としての機能強化を図
るため、正面玄関の段差解消やトイレの洋式化などの
改修を行う。
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定　例　会

条
例
の
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

〈
内
容
〉

（
工
事
名
）

長
洲
町
役
場
庁
舎
耐
震
改

修
工
事

（
契
約
金
額
）

１
億
４
７
６
万
円

〈
契
約
の
相
手
〉

長
洲
町
大
字
腹
赤

興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

（
契
約
の
方
法
）

条
件
付
一
般
競
争
入
札

問
（
磯
野
議
員
）

条
件
つ
き
一
般
競
争

入
札
に
係
る
応
札
企
業
数

と
落
札
率
は
。

答
（
総
務
課
長
）

参
加
申
請
が
な
さ
れ

た
企
業
は
４
社
、
落
札
率

は
、
97
・
09
％
で
あ
っ
た
。

問
（
福
永
議
員
）

地
方
自
治
法
施
行
令

１
６
７
条
の
５
に
、
一
般

競
争
入
札
に
参
加
す
る
者

に
必
要
な
資
格
等
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

沿
っ
て
条
件
を
つ
け
る
の

は
、
首
長
の
権
限
で
は
。

〈
内
容
〉

長
洲
駅
南
口
駐
車
場
の
使
用
形

態
に
新
た
に
定
期
駐
車
を
導
入

す
る
も
の
。

問
（
宮
本
議
員
）

駅
南
口
駐
車
場
に
定
期
駐

車
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
定

期
駐
車
が
優
先
と
な
る
が
、
一
般

の
駐
車
は
確
保
で
き
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

駅
南
口
駐
車
場
は
、
81
台
の

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
十
分
賄
え
る

と
考
え
て
い
る
。全

員
賛
成　

可
決

答
（
副
町
長
）

条
件
つ
き
一
般
競
争

入
札
の
条
件
は
、
町
長
の

指
針
に
よ
り
、
長
洲
町
建

設
業
者
等
入
札
参
加
者
選

考
委
員
会
で
審
査
し
、
決

定
し
て
い
る
。

問
（
濱
﨑
議
員
）

条
件
つ
き
一
般
競
争

入
札
で
は
、
予
定
価
格
を

公
表
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

公
告
を
だ
す
と
き
に

予
定
価
格
は
、
公
表
し
て

い
る
。

賛
成
11 

反
対
２　

可
決

駐車場の名称 区　　　分 使用料（円）

長洲駅南口駐車場
（普通駐車）

1時間まで 無料

1時間を超えて2時間ごと 100

パーキング
カード

駐車料金
3,200円相当券 3,000

駐車料金
5,600円相当券 5,000

駐車料金
9,200円相当券 8,000

長洲駅南口駐車場
（定期駐車） 定期駐車券 1月間の

不定回数の駐車 4,500

長洲駅西側駐車場
（定期駐車） 定期駐車券 1月間の

不定回数の駐車 4,500

一般会計
補正予算全員賛成で

可決

平成26年度

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

〈
内
容
〉

都
市
計
画
道
路
長
洲
玉
名

線
の
街
路
改
良
事
業
に
伴

う
下
水
道
管
の
移
設
で
、

場
所
は
長
洲
斎
苑
の
西
側

の
町
道
と
交
差
す
る
道
路

箇
所
、
移
設
費
は
県
か
ら

の
支
出
。

　

補
正
額
６
３
４
万
円
。

問
（
福
永
議
員
）

今
回
の
場
合
、
こ
の

道
路
の
改
良
事
業
が
あ
っ

て
お
り
、
随
意
契
約
で
い

い
の
で
は
と
思
う
。
新
た

〈
内
容
〉

新
山
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
工
事
に
伴
い

水
道
管
の
移
設
が
必
要
と

な
っ
た
。
移
設
す
る
水
道

管
は
新
し
く
施
工
さ
れ
る

道
路
に
布
設
さ
れ
る
。
移

設
費
は
県
か
ら
の
支
出
。

　

補
正
額
は
４
２
５
万
円
。

問
（
磯
野
議
員
）

水
道
管
移
設
工
事
と

下
水
道
移
設
工
事
を
同
時

に
行
え
ば
工
事
費
用
が
減

額
で
き
る
の
で
は
。

答
（
水
道
課
長
）

水
道
移
設
工
事
の
工

に
設
計
業
務
委
託
を
し
落

札
、
工
事
と
な
る
と
手
間

も
時
間
も
か
か
る
と
思
う

が
。答

（
下
水
道
課
長
）

県
と
の
協
議
で
、
補

償
費
で
の
対
応
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
の
中
で
の

工
事
の
発
生
、
業
務
の
発

注
を
行
う
と
い
う
形
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

全
員
賛
成　

可
決

期
設
定
は
、
９
月
末
と
考

え
て
い
る
。
水
道
管
は
県

が
施
工
す
る
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
の
中
を
通
す
計

画
で
あ
り
、
下
水
道
と
一

緒
に
埋
設
す
れ
ば
土
圧
の

関
係
で
修
理
不
能
と
な
る

の
で
、
別
ル
ー
ト
に
な
っ

た
。

問
（
福
永
議
員
）

水
道
管
と
下
水
道
管

の
距
離
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
緊
急
を
要
す
る
工

事
な
の
で
随
意
契
約
で
す

べ
き
で
は
。

答
（
水
道
課
長
）

下
水
道
管
は
海
岸
線

を
直
線
に
埋
設
し
、
水
道

管
は
既
設
の
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
の
中
を
通
す
計

画
で
あ
り
、
そ
の
間
５
〜

６
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。

水
道
移
設
工
事
は
短
期
間

で
終
り
、
９
月
末
ま
で
完

了
す
る
と
考
え
て
い
る
。

緊
急
を
要
す
る
工
事
と
考

え
指
名
入
札
か
随
意
契
約

か
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
。

全
員
賛
成　

可
決



4潮さい（H26.8.15 No.118）

臨 時 議 会

〈
内
容
〉

※

繰
上
充
用
に
つ
い
て

問
（
大
森
議
員
）

医
療
費
の
適
正
化
を

計
り
、
医
療
費
削
減
を
進

め
る
よ
う
努
め
る
の
が
第

一
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

国
保
財
政
の
状
況
説

明
と
予
防
医
療
に
努
め
る
。

問
（
福
永
議
員
）

繰
上
充
用
の
前
に
す

べ
き
手
段
は
な
か
っ
た
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

赤
字
解
消
や
縮
小
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
10 

反
対
３　

可
決

〈
内
容
〉

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
軽
減
対
象
者
の
拡
大
。

医
療
分

　

変
更
な
し（
51
万
円
）

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　

改
正
前 

14
万
円
→
改
正
後 

16
万
円

介
護
分

　

改
定
前 

12
万
円
→
改
定
後 

14
万
円

合
計

　

改
定
前 

77
万
円
→
改
定
後 

81
万
円

　

	

（
介
護
分
な
し
の
場
合 

67
万
円
）

全
員
賛
成　

承
認

〈
内
容
〉

法
人
税
制
の
税
率
の
引
き

下
げ
、
軽
自
動
車
税
の
見

直
し
、
償
却
資
産
に
係
る

課
税
標
準
の
特
別
措
置
の

創
設
。

［
主
な
質
疑
］

問
（
磯
野
議
員
）

こ
の
条
例
改
正
に
よ

り
該
当
す
る
軽
自
動
車
の

台
数
と
税
金
の
増
収
は
。

答
（
税
務
課
長
）

８
１
５
９
台
で
３
７

０
万
円
の
増
収
と
な
る
。

賛
成
10 

反
対
３　

承
認

平成26年５月23日

臨時議会
全議案可決

平成26年第１回

長
洲
町
税
条
例
を
改

正
す
る
専
決
処
分
の

承
認

長
洲
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正
す
る
専
決
処
分
の
承
認

国
保
特
別
会
計
補
正

軽自動車税の税率が変更になります。
（一例）

対象世帯
7割
軽減 世帯の前年中の総所得金額等が33万円以下の場合

5割
軽減

世帯の前年中の総所得金額等が33万円を超え、
33万円＋24万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
以下の場合

2割
軽減

世帯の前年中の総所得金額等が33万円を超え、
33万円＋45万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
以下の場合

軽自動車 
車　　種

税率（年額）

平成27年3月31日 
までの登録者

平成27年4月1日 
までの登録者

登録後13年超 
（経年重課）

原動機付自転車 
（50cc以下） 1,000円   2,000円 −

4輪乗用　自家用 7,200円 10,800円 12,900円

4輪貨物　自家用 4,000円   5,000円   6,000円

※平成27年3月31日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、登録後13年ま
では現行税率のままです。

※初めて車両番号の指定を受けた月から13年を経過した車両（電気軽自動車等を除く。）は、平成28年
度から、上記表の経年重課の税率が適用されます。

※決算で歳入が歳出に不足する場合、翌年度の歳入を繰り上げて補うこと。



一般会計補正予算の動き

5 潮さい（H26.8.15 No.118）

臨 時 議 会

一口メモ
※減債基金繰入金とは

町の借金返済にあてるために積
立てていた基金からの繰入金

〈
内
容
〉

国
民
健
康
保
険
の
税
制
改

正
に
伴
う
繰
出
金
の
追
加

と
公
共
下
水
道
会
計
の
累

積
赤
字
解
消
の
た
め
の
繰

出
金
の
追
加
。

問
（
磯
野
議
員
）

今
回
の
繰
入
れ
で
下

水
道
は
赤
字
脱
却
と
な
る

が
、
住
民
に
は
ど
う
周
知

す
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

広
報
な
が
す
で
の
周

知
や
町
政
座
談
会
の
と
き

に
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い

き
た
い
。

問
（
福
永
議
員
）

こ
れ
は
下
水
道
会
計

の
繰
上
充
用
だ
か
ら
、
下

水
道
会
計
で
26
年
度
予
算

を
見
直
し
、
減
ら
せ
る
も

の
は
減
ら
す
努
力
を
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
（
総
務
課
長
）

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

が
、
今
後
の
繰
上
充
用
に

対
す
る
基
金
の
取
り
崩
し

は
慎
重
に
対
応
し
て
い

く
。賛

成
11 
反
対
２　

可
決

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正

公共下水道特別会計の累積赤字額と普及率・水洗化率の推移 〜
累
積
赤
字
約
20
億
円
解
消
へ
〜

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決
し
、
平
成
26

年
度
を
も
っ
て
累
積
赤
字
解
消
の
め
ど
が
立
っ
た
。

今
後
も
事
業
運
営
を
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

賛
成
11 

反
対
２　

可
決

す
こ
や
か
館

オ
ー
プ
ン

（
町
の
主
な
出
来
事
）

長
洲
小
学
校

新
校
舎
落
成

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

フ
ァ
イ
ブ
稼
動

緊
急
行
財
政
改
革

ス
タ
ー
ト

金
魚
と
鯉
の
館

再
開

累
積
赤
字
の
解
消

長洲町

一般会計

国民健康保険特別
会計基盤安定繰出金

10,234千円

公共下水道特別
会計繰出金

165,017千円
減債基金繰入金

170,000千円

県

国

6,824千円

850千円
予備費

2,423千円

1.3億円

7.5億円

14.0億円

18.7億円 20.1億円
15.1億円

9.9億円

3.8億円
1.7億円

H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26
50％

60％

70％

80％

90％

100％ 95.4%

79.2%

59.6%

82.5%

95.7%

88.0%

公共下水道
普及率

水洗化率



6潮さい（H26.8.15 No.118）

一 般 質 問 町政を問う

子育て支援マンションの整備を

佐賀県みやき町のPFI方式町営住宅
入居率100％

女
性
が
活
躍
で
き
る
就
労
環
境
の
整
備
を
!!

企
業
等
連
絡
会
議
を
推
進
し
、
女
性

雇
用
の
促
進
を
図
り
た
い

竹本信次議員

『
若
者
定
住
促
進
』ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
体
制
の
整
備
を
!!

答
駅
前
南
側
開
発
「
若
者
定
住
政
策
」を
積
極
的
に
推
進
し
た
い

問
町
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク

数（
現
在
建
築
さ
れ

て
い
る
住
宅
）、空
き
家
数
、

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
。

ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む

な
か
で
、
空
き
家
率
は
将

来
的
に
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
と
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

住
宅
・
土
地
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
町
の
住
宅

ス
ト
ッ
ク
数
７
０
８
０
戸
、

問
今
年
の
新
卒（
男
性
・

女
性
）採
用
状
況
は
。

答
（
町
長
）   

町
全
体
で
約
４
６

０
０
人
が
雇
用
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
に
比
べ
て
約
30

人
増
加
し
て
い
る
。
本
年

の
新
卒
採
用
は
、
大
卒
33

人
、高
卒
51
人
の
84
人（
内

女
性
７
人
）
で
、
昨
年
よ

り
も
21
人
の
減
と
な
っ
た
。

町
内
在
住
者
の
雇
用
は
、

大
卒
３
人
、
高
卒
5
人
の

８
人
で
13
人
の
減
と
な
っ

た
。

問
町
は
も
っ
と
女
性
・

人
材
活
躍
戦
略
を
図

り
、
女
性
の
活
躍
に
よ
り

飛
躍
し
て
い
る
企
業
、
町

に
な
い
医
療
施
設（
産
婦

空
き
家
数
7
9
0
戸
、
新

設
住
宅
着
工
戸
数
は
昨
年

度
52
戸
、空
き
家
率
11
・
２

%
で
全
国
割
合
13
・
１
％

や
県
割
合
13
・
７
％
を
下

回
っ
て
は
い
る
が
、
人
口

減
少
が
進
み
、
空
き
家
率

は
増
加
す
る
と
考
え
て
い

る
。
今
年
度
、
空
き
家
等

に
関
す
る
条
例
を
整
備
し

た
い
。

問
「
若
者
定
住
促
進
」

を
一
層
推
進
し
、
地

域
が
賑
わ
い
・
活
力
の
源

で
あ
る
若
者
が
定
住
す
る

た
め
、『
長
洲
町
元
気
戦

略
』推
進
体
制
を
整
備
し
、

民
間
資
金
等
を
活
用
し
た

社
会
資
本
整
備
に
よ
る
駅

前
南
側
開
発
の
実
現
方
策

を
早
期
に
検
討
す
べ
き
で

は
。答

（
町
長
）

現
在
の
出
生
率
は

１
・
41
で
、
２
・
２
な
い
と

人
口
は
維
持
で
き
な
い
。

長
洲
町
に
は
４
６
０
０
人

ほ
ど
が
働
い
て
い
て
、
若

い
人
が
定
住
す
る
た
め
に

は
定
住
政
策
を
積
極
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
有

明
海
沿
岸
道
路
の
延
伸
を

町
発
展
の
起
爆
剤
と
し
、

駅
前
南
側
開
発
を
推
進
し

た
い
。

人
科
等
）
の
誘
致
に
、
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
全
体
で
女
性
の
雇

用
は
約
７
０
０
人
、

割
合
は
15
・
５
％
で

製
造
業
が
中
心
で
あ

る
。
医
療
施
設
等
に

つ
い
て
は
、
有
明
定

住
自
立
圏
域
の
な
か

で
就
労
環
境
の
改
善

を
図
り
な
が
ら
女
性

の
働
く
場
の
確
保
に

向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
現
在
、
町
営
住

宅
の
整
備
が
推

進
さ
れ
て
い
な
い
。

ひ
と
り
親
世
帯
向
け

町
営
住
宅
の
整
備
を
す
べ

き
で
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
P
F
I

方
式
に
よ
り
、
高
齢
者
・

子
育
て
支
援
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
の
建
設
が
で
き
な

い
か
、
昨
年
度
か
ら
検
討

し
て
い
る
。

もっと『女性・人材活躍戦略』の推進を



7 潮さい（H26.8.15 No.118）

一 般 質 問 町政を問う

海
難
碑
付
近
の
公
園
化
を

長
洲
海
岸
の
遊
歩
道
整
備
に
あ
わ
せ
検
討

荒木睦子議員

小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
は

答
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
指
導

机の下にかくれろ！！

静かにたたずむ海難碑

問
多
く
の
教
訓
や
課
題

を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
３
カ

月
あ
ま
り
、
学
校
現
場
で

も
防
災
に
対
し
て
、
か
な

り
の
危
機
意
識
を
持
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、

小
中
学
校
の
防
災
教
育
の

取
り
組
み
を
問
う
。

答
（
教
育
長
）

各
学
校
で
は
、
防
災

計
画
避
難
経
路
図
、
地
震

や
津
波
等
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
毎
年
、

地
震
津
波
想
定
訓
練
や
火

災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

問
各
学
校
の
避
難
場
所

の
確
保
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

長
洲
小
学
校
と
長
洲

中
学
校
は
、屋
上
に
避
難
、

そ
の
他
の
小
中
学
校
は
校

舎
の
最
上
階
に
避
難
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

問
地
域
と
連
携
し
た
避

難
訓
練
の
計
画
は
な

い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
で
の
地
震
・
津

波
避
難
訓
練
に
、
地
域
の

皆
様
が
一
緒
に
参
加
し
、

実
施
す
る
こ
と
は
可
能
だ

と
思
う
。
学
校
と
十
分
協

議
し
な
が
ら
共
同
訓
練
を

検
討
す
る
。

問
新
山
墓
地
跡
に
建
立

さ
れ
て
い
る
長
洲
遭

難
の
碑
、古
墳
改
葬
之
碑
。

そ
の
付
近
の
整
備
に
つ
い

て
の
町
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）

新
山
区
に
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
碑
は
、
暴
風
や
寛

政
の
大
津
波
で
亡
く
な
っ

た
多
く
の
漁
民
や
住
民
の

冥
福
を
祈
っ
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
昭
和
51
年
に

長
洲
町
文
化
財
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
そ
の
現
地

の
公
園
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
進
め
て
い
る
長
洲
海

岸
の
遊
歩
道
整
備
と
隣
接

し
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ

て
ベ
ン
チ
や
駐
車
場
等
の

整
備
に
向
け
た
事
業
が
実

施
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
海
難
の
碑
付
近
は
隠

れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
る
人
が
い
る
。
町
外
か

ら
は
貸
切
バ
ス
利
用
も
あ

る
が
、
ご
存
じ
か
。

答
（
町
長
）

バ
ス
が
来
て
い
る
と

い
う
話
は
聞
い
て
い
る
。

問
公
園
化
の
整
備
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。



8潮さい（H26.8.15 No.118）

一 般 質 問 町政を問う

愛
国
心
を
育
む
教
育
を

国
旗
・
国
歌
を
大
切
に
し
て
い
る

磯野　博議員

独
自
の
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か

答
今
後
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
教
育
の
向
上
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

役場屋上でなびく国旗　町旗

子どもたちにラジオ体操を

問
愛
国
心
を
育
む
独
自

教
育
の
推
進
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
国
で
は
平

成
11
年
８
月
に
「
国
旗
及

び
国
歌
に
関
す
る
法
律
」

が
公
布
施
行
さ
れ
て
お
り
、

教
育
委
員
会
に
は
「
学
校

に
お
け
る
国
旗
及
び
国
歌

問
幼
少
の
と
き
か
ら
学

校
教
育
で
慣
れ
親
し

み
学
ん
だ
ラ
ジ
オ
体
操
は

年
月
が
過
ぎ
て
も
体
が
覚

え
て
お
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
の
準
備
運
動
に
対
応
で

き
る
。
し
か
し
、近
年
で
は

ラ
ジ
オ
体
操
を
取
り
入
れ

て
い
な
い
小
学
校
も
多
く
、

ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
や
、
大
人
も

増
加
し
て
い
る
。
本
町
の

学
校
教
育
現
場
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
指
導
し
て
は
ど
う

か
。答

（
学
校
教
育
課
長
）

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
従

来
の
慣
習
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
学
習
指

導
要
領
の
中
に
は
な
い
。

そ
れ
と
体
育
の
授
業
時
間

の
都
合
も
あ
り
、
そ
の
時

間
に
必
要
な
ス
ト
レ
ッ
チ

運
動
を
や
っ
て
い
る
。

問
運
動
会
時
に
ラ
ジ
オ

体
操
を
採
用
し
て
い

た
よ
う
だ
が
、
普
段
の
体

育
の
授
業
で
も
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

ほ
と
ん
ど
の
授
業
で

は
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
だ
。

中
学
校
で
は
ラ
ジ
オ
体
操

第
二
を
行
っ
て
い
る
。

問
「
最
近
の
新
入
社
員

に
は
、
ラ
ジ
オ
体
操

か
ら
教
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
意
見
を
企
業

の
方
か
ら
聞
い
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
社
会
一

般
常
識
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
学
校
教
育
現

場
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
指

導
を
望
む
。

答
（
教
育
長
）

そ
れ
ぞ
れ
体
育
の
授

業
前
の
準
備
体
操
に
考
え

て
い
き
た
い
。

に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
」

が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
国

旗
・
国
歌
に
関
し
て
の
指

導
・
教
育
は
。

答
（
教
育
長
）

学
校
で
は
、
行
事
等

で
国
旗
掲
揚
、
君
が
代
斉

唱
を
行
っ
て
い
る
。
道
徳

で
は
、
た
だ
国
旗
を
大
事

に
す
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
伝
統
と
文
化
を
継
承

し
、
我
が
国
と
郷
土
を
愛

し
、
個
性
豊
か
な
文
化
を

創
造
し
、
自
国
の
み
な
ら

ず
、
他
国
も
尊
重
し
、
国

家
社
会
の
平
和
に
貢
献
で

き
る
人
を
育
成
し
て
い
る
。

問
国
歌
の
由
来
、
歌
詞

の
意
味
の
指
導
は
。

答
（
教
育
長
）

音
楽
の
授
業
に
お
い

て
歌
の
指
導
、歌
詞
の
意
味

の
説
明
も
教
科
書
で
行
っ

て
い
る
。
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一 般 質 問 町政を問う

急
が
れ
る
農
業
用
排
水
路
の
整
備

整
備
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

浦邊朝章議員

火
災
が
あ
っ
た
新
町
区
の
狭
い
道
路
の
拡
幅
は

答
地
域
や
地
権
者
の
協
力
が
必
要

消火栓のない里道への対策は

水が流れない東荒神区の水路

問
４
月
に
あ
っ
た
火
災

で
は
、
道
路
が
狭
く

消
防
自
動
車
も
数
十
ｍ
離

れ
た
所
ま
で
し
か
入
れ
ず

ホ
ー
ス
を
繋
い
で
消
火
活

動
に
あ
た
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
残
念
な
こ
と
に
住

民
一
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

町
は
こ
れ
ら
狭
い
道
路
の

拡
幅
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

町
内
に
は
、
緊
急
車

問
二
ノ
割
地
区
の
農
業

用
排
水
路
は
、
梅
雨

時
期
を
迎
え
農
地
へ
の
冠

水
や
土
手
の
崩
壊
の
恐
れ

が
あ
る
。
住
宅
も
立
ち
並

び
、
住
環
境
の
面
か
ら
も

両
が
進
入
で
き
な
い
狭
い

道
路
が
多
く
あ
り
、
道
路

を
拡
張
す
る
場
合
、
地
域

や
地
権
者
の
協
力
が
必
要

と
さ
れ
る
。
地
域
の
話
を

よ
く
聞
か
せ
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
る
。

問
緊
急
車
両
の
進
入
に

必
要
な
道
路
幅
員
は
。

ま
た
、
消
火
栓
の
位
置
に

規
定
は
あ
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

車
両
の
大
き
さ
に
も

よ
る
が
、
４
ｍ
の
道
路
幅

員
は
必
要
と
考
え
る
。

答
（
総
務
課
長
）

消
火
栓
と
し
て
の
位

置
の
規
定
は
な
い
が
、
防

火
水
槽
、
川
や
た
め
池
を

含
め
た
消
防
水
利
と
し
て

は
規
定
が
あ
る
。
今
回
の

火
災
地
は
百
ｍ
以
上
あ
り

十
分
で
は
な
か
っ
た
。
今

後
計
画
的
な
配
備
を
し
て

い
き
た
い
。

問
こ
の
よ
う
な
狭
い
里

道
等
の
拡
幅
の
要
望

は
、
区
か
ら
は
出
て
い
な

い
か
。
ま
た
、
区
か
ら
の

要
望
が
な
い
と
動
け
な
い

の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

こ
の
区
か
ら
は
出
て

い
な
い
。
他
の
区
か
ら
は
、

舗
装
等
も
含
め
４
件
ほ
ど

あ
る
。
区
の
現
状
や
意
向

を
区
長
さ
ん
か
ら
伝
え
て

欲
し
い
。

改
善
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）

全
て
の
水
路
の
維
持

管
理
は
財
政
的
に
困
難
で

あ
る
。
維
持
管
理
は
、
使

用
す
る
地
元
受
益
者
に
協

力
を
求
め
て
い
る
。
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

の
場
合
、
産
業
振
興
補
助

金
を
活
用
し
て
地
元
で
工

事
す
る
方
法
も
あ
る
。
排

水
路
の
整
備
が
必
要
な
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

問
長
洲
町
は
住
宅
用
地

が
少
な
く
、
農
地
の

宅
地
化
は
今
後
も

増
え
て
く
る
。
工

事
費
も
大
き
く
、

受
益
者
負
担
や
地

元
の
維
持
管
理
に

も
無
理
が
あ
る
と

思
う
が
。

答
（
建
設
課
長
）

維
持
管
理
は

地
元
で
お
願
い
し

て
い
る
が
、
対
応

が
困
難
と
い
う
場

合
は
、検
討
す
る
。

問
道
路
や
水
路

の
問
題
は
、

定
住
化
等
の
中
で

総
合
的
に
計
画
さ

れ
る
も
の
と
思
う
が
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ド

か
ら
総
合
的
に
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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高
齢
者
福
祉
計
画
の
新
し
い
取
り
組
み
は

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
計
画
し
て
い
る

樋口エミ子議員

町
の
介
護
保
険
事
業
の
現
状
は

答
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
で
推
移
し
て
い
る

利用者のための介護保険事業を

第６期計画　策定中

問
介
護
保
険
制
度
が
平

成
27
年
度
か
ら
新
し

く
変
わ
る
な
か
、
町
の
介

護
保
険
事
業
の
現
状
は
。

答
（
町
長
）

一
号
被
保
険
者（
65

歳
以
上
）は
前
年
よ
り
１

１
７
人
増
加
の
４
８
３
５

人
、
要
介
護
認
定
者
数
は

前
年
度
よ
り
31
人
減
少
し

９
０
４
人
、
要
介
護
認
定

問
第
６
期
高
齢
者
福
祉

計
画
の
新
制
度
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

答
（
町
長
）

平
成
27
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
し
て
今
年
度
作
成
す

る
。
医
療
・
介
護
の
連
携

の
強
化
、
予
防
給
付
の
地

域
支
援
事
業
へ
の
移
行
、

率
は
１
・
29
％
減
少
の
18
・

７
％
と
な
っ
て
い
る
。
介

護
保
険
給
付
費
に
つ
い

て
は
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
大
幅
に
増

加
と
な
っ
た
た
め
、
給
付

費
全
体
で
前
年
度
よ
り

４
％
増
加
と
な
り
、
15
億

４
５
０
０
万
円
の
執
行
と

な
っ
て
い
る
。

問
平
成
27
年
度
か
ら
介

護
保
険
料
が
改
正
さ

れ
る
。
町
の
試
算
は
。

答
（
町
長
）

現
在
、
町
の
介
護
保

険
基
準
額
が
５
４
０
０
円

と
、
県
内
で
４
番
目
に
高

い
保
険
料
に
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
の
負
担
を
で
き
る

限
り
抑
え
た
と
こ
ろ
の
保

険
料
を
決
定
し
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
高
齢
化
率
の
上

昇
に
よ
り
認
定
者
数
も
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
介
護
予
防
事
業
の

取
り
組
み
に
よ
る
保
険
料

の
抑
制
効
果
額
等
を
精
査

し
、
適
正
な
保
険
料
を
積

算
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

介
護
保
険
費
用
の
公
平
化

と
い
っ
た
法
改
正
に
即
応

し
た
計
画
と
し
て
い
く
。

問
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
導
入

を
。答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

今
後
の
生
活
支
援
の

対
応
は
団
塊
世
代
の
方
の

協
力
が
必
要
と
考
え
る
。

問
各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

は
活
発
に
活
動
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
の
シ
ル

バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
活
動
に
つ

い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

老
人
会
の
シ
ル
バ
ー

は
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話

と
い
う
こ
と
で
大
変
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
大
変
感
謝
を

し
て
い
る
。
介
護
保
険
新

制
度
で
は
、
元
気
な
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
る
よ
う
な
町
独
特
の
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
ろ
い

ろ
な
困
り
事
の
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
く
安
心
生
活

基
盤
構
築
事
業
の
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
る
予
定
で
あ

る
。
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宮本哲太郎議員

町
は
将
来
、人
口
減
に
よ
り
消
滅
す
る
の
か
!!

答
人
口
減
少
対
策
を
実
施
し
て
い
く

問
日
本
創
成
会
議
が
発

表
し
た
試
算
で
「
地

方
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口

流
出
が
今
の
ペ
ー
ス
で
続

け
ば
、
２
０
４
０
年
に
は

全
国
の
市
町
村
で
20
～
30

才
代
の
女
性
が
半
分
以
下

に
な
り
、
生
ま
れ
る
子
ど

も
も
減
っ
て
将
来
は
消
滅

す
る
自
治
体
も
あ
る
」
と

発
表
さ
れ
た
。
県
内
で
も

26
の
市
町
村
が
該
当
し
当

町
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
。
町
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）

日
本
創
成
会
議
が
成

長
を
続
け
る
21
世
紀
の
た

め
に「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・

地
方
元
気
戦
略
」
に
お
い

て
発
表
さ
れ
た
も
の
。
そ

の
中
で
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
推
計

し
て
お
り
、
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
を
用
い

て
２
０
１
０
年
か
ら
２
０

４
０
年
ま
で
の
間
に
人
口

移
動
が
こ
の
ま
ま
推
移
し

た
時
、
20
～
30
才
代
の
女

性
が
50
％
以
上
に
減
少
す

る
自
治
体
を
消
滅
可
能
性

都
市
と
し
た
も
の
。
当
町

は
２
０
１
０
年
の
20
～
30

才
代
の
女
性
人
口
は
１
７

０
５
人
で
２
０
４
０
年
に

は
７
７
３
人
と
な
り
54
・

６
％
の
減
少
と
な
る
の
で

消
滅
可
能
性
都
市
と
さ
れ

た
。
今
回
の
発
表
は
数
字

的
な
議
論
に
基
づ
き
公
表

さ
れ
、
地
域
実
情
や
特
別

な
原
因
な
ど
考
慮
さ
れ
て

お
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
絡
ん
で
い
る
の
で
当

町
は
消
滅
す
る
可
能
性
あ

り
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
等

の
戦
略
に
は
ス
ト
ッ
プ
少

子
化
、
地
方
元
気
、
女
性

人
材
活
用
等
を
施
策
と
し

提
言
さ
れ
て
い
る
。
町
は

そ
の
戦
略
の
中
で
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
る
も
の
に

対
し
て
参
考
と
し
、
人
口

減
少
対
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

問
「
日
本
創
成
会
議
」

と
は
ど
ん
な
機
関
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

10
年
後
の
世
界
・
ア

ジ
ア
を
見
据
え
た
と
き
日

本
全
体
の
今
後
の
あ
り
方

を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
戦
略
を
作
成
す
る
た

め
産
業
界
学
識
者
の
有
志

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組
織

で
、
メ
ン
バ
ー
は
元
総
務

大
臣
の
増
田
東
京
大
学
教

授
を
代
表
と
し
て
そ
の
他

の
教
授
、内
閣
官
房
参
与
、

企
業
の
11
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

問
消
滅
し
な
い
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

出
生
率
を
上
げ
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
は
若
者

が
結
婚
し
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
の
政
策
を
行
う
。

そ
の
他
人
口
の
増
加
、
定

住
策
、
婚
活
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

子どもたちの未来のために

人口減少に歯止めを
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町
指
定
文
化
財
の
環
境
整
備
を

大
切
な
文
化
財
の
保
存
整
備
を
行
う

浜村芳光議員

交
通
事
故
多
発
地
点
の
早
急
な
改
善
を

答
よ
り
一
層
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
行
う

交通事故多発　気をつけて！

向野区裏山の堤　早急な対応を！

問
県
道
１
１
２
号
、
長

洲
・
玉
名
線
と
町
道

向
野
・
平
原
線
が
交
差
す

る
塩
屋
橋
地
点
の
交
差
点

で
交
通
事
故
が
多
発
し
て

悲
惨
だ
。
対
策
を
。

答
（
町
長
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
と
町
道
の
路
面
標
示

「
止
ま
れ
」を
考
え
て
い
る
。

問
町
指
定
文
化
財
に
つ

い
て
学
校
で
は
ど
の

よ
う
な
教
育
指
導
を
さ
れ

て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）

小
学
校
で
は
、
史
跡

の
見
学
や
伝
統
行
事
の
体

験
学
習
を
行
い
、
歴
史
や

問
路
面
の
カ
ラ
ー
舗
装

を
さ
れ
た
ら
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
。

答
（
建
設
課
長
）

県
に
要
望
す
る
。

問
江
戸
時
代
の
初
期
に

築
か
れ
た
石
垣
の
立

派
な
堤
防
で
あ
る
町
指
定

文
化
財『
新
塘
』で
あ
る
が
、

雑
草
や
雑
木
が
茂
り
、
枯

れ
木
も
目
立
ち
、
景
観
が

悪
い
。
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
不
法
投
棄
も
目

立
つ
。
環
境
整
備
を
す
べ

き
で
は
。

答
（
町
長
）

雑
草
、
雑
木
の
除
去

を
行
い
、
道
路
交
通
環
境

の
確
保
に
努
め
、
不
法
投

棄
の
な
い
地
域
環
境
の
保

全
に
努
め
る
。

問
海
辺
を
歩
い
て
楽
し

む
散
歩
道
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る『
新
塘
』

を
含
め
た
と
こ
ろ
の
周
辺

整
備
、
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

長
洲
海
岸
、
新
塘
エ

リ
ア
ま
で
歩
い
て
い
け
る

よ
う
な
眺
め
の
よ
い
遊
歩

道
を
つ
く
り
た
い
。

由
来
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
る
。
中
学
校
に
お
い
て

は
、
学
校
図
書
館
に
蔵
書

や
長
洲
の
歴
史
等
の
資
料

が
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い

る
。

問
現
地
に
行
き
指
定
文

化
財
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
子
ど
も
に
教
育
活

動
を
す
る
こ
と
が
教
育
の

原
点
と
思
う
が
。

答
（
教
育
長
）

調
査
を
か
け
、
そ
の

よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
指
導
す
る
。

問
向
野
区
の
溜

池（
通
称
裏

山
の
堤
）
の
土
手

が
災
害
に
よ
り
崩

落
し
て
い
る
。
崩

落
が
広
が
る
可
能

性
が
あ
る
。
農
道

に
面
し
て
お
り
通

行
者
に
と
っ
て
は

危
険
で
あ
る
。
対

策
を
。

答
（
農
林
水
産

課
長
）

損
壊
箇
所
の
一
部

し
か
把
握
で
き
て

い
な
い
た
め
、
水

を
抜
き
除
草
等
を
行
い
、

全
体
の
状
況
の
把
握
を
し

て
概
算
の
金
額
を
算
出
す

る
必
要
が
あ
る
。
事
業
実

施
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

皆
さ
ん
、
受
益
者
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。
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一 般 質 問 町政を問う

J
R
折
地
・
五
ヶ
町
踏
切
の
拡
張
を

現
段
階
の
財
政
状
況
で
は
着
工
は

困
難
と
考
え
て
い
る

福永栄助議員

町
道
高
浜
・
赤
田
線（
葛
輪
地
内
）の
道
路
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答
来
年
度
か
ら
未
買
収
用
地（
五
筆
）の
用
地
取
得
を
行
い
、
工
事
を
実
施
す
る
計
画
だ離合しにくい折地踏切

問
数
年
前
に
測
量
設
計

も
済
ん
で
い
る
が
、

こ
の
道
路
整
備
が
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
で
き
な
い
。

計
画
そ
の
も
の
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

答
（
町
長
）

平
成
17
年
に
測
量
設

計
を
実
施
し
た
が
、
財
政

状
況
に
よ
り
工
事
に
は
着

手
し
て
い
な
い
。
道
路
用

地
の
大
半
は
取
得
し
て
い

問
折
地
踏
切
の
現
状

（
周
辺
も
含
む
）を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答
（
町
長
）

町
道
折
地
・
向
野
線

に
あ
る
幅
員
３
メ
ー
ト
ル

の
狭
小
踏
切
で
離
合
の

際
、
自
動
車
の
待
機
場
所

が
踏
切
か
ら
遠
い
状
況

だ
。
平
成
14
年
度
に
向
野

側
か
ら
一
部
改
良
工
事
を

実
施
し
た
が
、
財
政
状
況

の
悪
化
等
に
よ
り
、
そ
の

後
進
捗
し
て
い
な
い
。

る
が
、
残
り
の
五
筆
の
未

買
収
用
地
が
あ
る
の
で
27

年
か
ら
用
地
の
取
得
を
行

い
、
工
事
を
実
施
し
て
い

く
計
画
だ
。

問
来
年
度
か
ら
用
地
取

得
を
す
る
の
で
は
工

事
が
い
つ
に
な
る
か
計
画

が
た
て
ら
れ
な
い
。
今
年

中
に
地
権
者
と
誠
意
を

持
っ
て
交
渉
し
、
27
年
度

の
当
初
予
算
に
工
事
費
を

計
上
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。答

（
町
長
）

今
年
度
中
か
ら
交
渉

に
か
か
り
、
も
し
で
き
れ

ば
来
年
度
当
初
で
予
算
を

あ
げ
て
い
き
た
い
。

問
五
ヶ
町
踏
切
の
現
状

認
識
は
。

答
（
町
長
）

町
道
葉
山
・
梅
田
線

に
あ
る
狭
小
踏
切
で
車
が

離
合
す
る
場
合
は
手
前
で

待
機
す
る
必
要
が
あ
り
、

交
互
に
踏
切
を
通
過
し
て

い
る
状
況
だ
。
拡
張
に
つ

い
て
は
J
R
と
の
協
議
、

ま
た
多
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況

か
ら
現
段
階
で
の
す
ぐ
の

着
工
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。

整備が待たれる高浜・赤田線

問
踏
切
拡
張
に
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と

は
、
向
野
踏
切
拡
張
で
理

解
し
て
い
る
。
す
ぐ
と
は

い
わ
な
い
が
、
総
合
振
興

計
画
に
の
せ
、
計
画
を
立

て
て
何
年
後
に
は
実
施
す

る
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
け
れ
ば

ず
っ
と
こ
の
ま
ま
で
は
な

い
の
か
。

答
（
町
長
）

駅
近
く
の
踏
切
は
財

政
負
担
が
大
き
い
と
い
う

の
は
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
う
。
振
興
計

画
に
の
せ
て
や
っ
て
い
く

の
が
本
来
の
姿
な
の
か
と

思
っ
て
い
る
。
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一 般 質 問 町政を問う

瀬
々
な
ぎ
池
跡
地
売
却
は
ど
う
な
っ
た
か

寺
の
理
解
も
得
て
る

濱﨑　久議員

教
育
委
員
会
は
委
員
長
が
代
表
者
で
あ
る

答
教
育
長
で
代
弁
で
き
る
と
理
解
し
て
い
る

委員長が代表者！

瀬々なぎ池　今後どうする？

問
第
二
次
世
界
大
戦
は

侵
略
戦
争
だ
っ
た
の

か
ど
う
か
、
ど
う
捉
え
、

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

私
が
こ
の
質
問
に
答

え
る
立
場
で
は
な
い
の
で
、

意
見
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問
だ
か
ら
教
育
委
員
長

に
質
問
通
告
し
て
い

問
瀬
々
な
ぎ
池
跡
の
売

却
に
つ
い
て
、
試
行

錯
誤
の
末
、
寺
用
地
に
分

筆
売
却
す
る
話
に
立
ち
合

い
、
そ
の
後
、
町
長
と
住

職
が
分
筆
購
入
の
運
び
に

な
っ
た
と
、
承
知
し
て
い

た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

答
（
町
長
）

防
災
面
を
優
先
し
、

売
却
し
な
い
こ
と
で
、
要

望
さ
れ
た
寺
の
ご
理
解
も

い
た
だ
い
て
い
る
。

る
の
だ
。
12
月
議
会
も
、

３
月
議
会
も
、
今
回
の
議

会
も
出
席
さ
れ
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

答
（
教
育
長
）

議
会
出
席
は
、
教
育

委
員
会
の
義
務
で
あ
り
、

出
席
す
べ
き
と
理
解
し
て

い
る
。

問
教
育
長
は
、
全
て
教

育
委
員
長
の
代
弁
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

そ
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
。

問
そ
れ
は
違
う
。
第
10

章
教
育
第
１
条
で
委

任
で
き
な
い
こ
と
が
、
明

記
さ
れ
て
い
る
。
勉
強
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

他
の
質
問

①
教
育
基
本
方
針
に
つ
い

て（
学
校
統
廃
合
・
学
力
テ

ス
ト
・
地
方
自
治
法
）

②
長
洲
駅
南
側
に
、
ホ
ー

ム
を
増
設
し
、
せ
め
て
車

椅
子
の
住
民
や
ご
老
人
が

上
り
の
列
車
に
乗
車
可
能

対
策
を
と
れ
な
い
か
。

③
街
路
樹
の
剪
定
を
70
〜

80
才
の
人
が
、
稲
の
生
育

の
為
に
木
に
登
っ
て
さ
れ

て
い
る
。
外
灯
が
見
え
な

い
、
一
日
何
回
も
毎
日
落

ち
葉
の
掃
除
を
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
、
対
策
を
取

ら
な
い
の
か
。

④
36
年
間
も
、
町
道
横
塘

線
の
改
良
が
で
き
な
い
理

由
を
示
せ
。

⑤
町
・
崩
壊
の
危
機
対
策

に
つ
い
て（
４
ｍ
以
上
の

道
路
用
地
提
供
者
に
は
、

町
道
と
し
て
完
備
し
、
住

宅
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。）

⑥
浦
川
改
修
に
よ
る
、
雨

水
排
水
対
策
に
つ
い
て
。

⑦
新
山
海
岸
線
工
事
で
墓

石
の
沢
石
が
野
積
み
さ
れ

て
い
る
が
。

⑧
赤
字
財
政
の
反
省
と
、

次
々
出
て
く
る
、
赤
字
対

策
に
つ
い
て
。

　

以
上
質
問
し
た
。
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一 般 質 問 町政を問う

問
J
R
長
洲
駅
の
発
車

ベ
ル
を
独
自
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
音
に
換
え
る
こ
と

で
乗
降
客
を
癒
し
、
金
魚

の
ふ
れ
売
り
声
な
ど
長
洲

特
有
の
も
の
で
町
の
P
R

の
一
環
と
し
て
提
案
し
て

は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

J
R
の
シ
ス
テ
ム
上

長
洲
駅
の
独
自
の
取
り
組

み
は
難
し
い
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置

が
で
き
る
の
か
再
度
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
。

J
R
長
洲
駅
に
独
自
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
町
の
P
R
を
!!

難
し
い
が
再
度
協
議
し
た
い

福本みや子議員

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
長
洲
の
魅
力
と
元
気
を
!!

答
計
画
後
、
効
率
的
活
用
で
広
報
活
動
の
充
実
を
図
る

ホームページは「まちの顔」

長洲駅も町のPRに一役買って！

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、そ

の
町
の
取
り
組
み
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
、
元
気
度

等
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で

発
信
し
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

本
町
の
現
状
と
今
後
の
活

用
方
針
は
。

答
（
町
長
）

情
報
発
信

手
段
と
し
て
、

平
成
25
年
度
は

25
万
３
千
件
の

ア
ク
セ
ス
が
あ
っ

た
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
用
管

理
要
綱
に
よ
り
、

掲
載
情
報
の
内

容
や
方
法
を
定

め
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
広
報

戦
略
に
お
い
て

P
R
手
段
と
し

て
様
々
な
形
で

運
行
し
た
い
。

問
各
課
で
情
報
量
や
内

容
に
差
が
あ
る
が
、

掲
載
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

要
綱
に
沿
い
、
各
課

の
責
任
の
も
と
、話
題
、新

着
情
報
、
統
計
的
デ
ー
タ

を
更
新
し
て
い
る
。
職
員

一
人
一
人
が
町
の
広
報
マ

ン
と
し
て
自
覚
し
、
広
報

活
動
の
充
実
を
図
り
た

い
。
広
報
委
員
会
で
協
議

や
P
R
を
率
先
し
て
行

い
情
報
発
信
に
努
め
、
職

員
間
に
温
度
差
の
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
町

の
顔
。
斬
新
で
イ
ン

パ
ク
ト
が
必
要
だ
。
画
面

の
工
夫
や
操
作
な
ど
を
今

後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

引
き
つ
け
る
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
や
わ
か
り
や
す

い
言
葉
、
図
・
写
真
で
の

表
現
等
を
心
が
け
相
手
に

伝
わ
る
心
遣
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

答
（
町
長
）

情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
な
発
信
と
コ
ン
テ
ン
ツ

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

他
の
質
問

○
名
石
浜
遊
歩
道
の
危
険

箇
所
の
整
備
に
つ
い
て
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一 般 質 問 町政を問う

高
齢
者
徘
徊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

大森秀久議員

町
と
し
て
農
漁
業
基
本
条
例
を
つ
く
る
考
え
は

答
関
係
者
と
協
議
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

次世代に魅力ある農業を

定住自立圏構想（イメージ図）

問
魅
力
あ
る
農
漁
業
を

次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
農
漁
業
基
本
条

例
を
つ
く
る
考
え
は
。

答
（
町
長
）

全
国
的
に
は
少
な
い

が
、
条
例
を
制
定
す
る
自

治
体
が
あ
る
。
条
例
を
つ

く
る
に
は
、
行
政
、
住
民
、

事
業
者
、
関
係
団
体
等
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
責
任

を
果
た
し
て
い
く
か
が
重

問
定
住
自
立
圏
構
想

で
、
三
大
都
市
圏
へ

の
人
口
流
出
を
く
い
止
め

自
立
の
た
め
の
経
済
基
盤

や
定
住
の
た
め
に
必
要
な

諸
機
能
を
総
体
と
し
て
確

保
す
る
と
あ
る
が
、
町
と

し
て
公
契
約
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

公
契
約
条
例
に
つ
い

て
は
、
町
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が

ま
だ
ま
だ
で
県
内
の
自
治

体
で
も
こ
う
い
う
条
例
が

出
来
て
く
れ
ば
、
我
々
も

勉
強
、
研
究
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
で
い
る
。
九
州
で

唯
一
公
契
約
条
例
を
制
定

し
て
い
る
直
方
市
で
の
運

要
と
な
り
、
関
係
者
と
協

議
し
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
農
協
中
央
会
の
廃
止

や
、
農
業
委
員
会
の

見
直
し
が
現
実
と
な
れ
ば

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
か
。

答
（
町
長
）

内
閣
府
の
諮
問
機
関

で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
。
農
漁
業
が
町
の
基
幹

産
業
と
の
認
識
に
変
わ
り

は
な
く
、
国
の
政
策
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
町
の
農
漁
業
が
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
、
や
る
気
を
持
っ
て
経

営
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
が

安
心
し
て
、
規
模
拡
大
や

品
質
向
上
等
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

用
や
効
果
な
ど
を
十
分
に

見
極
め
、
他
の
自
治
体
の

動
向
な
ど
、
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
定
住
自
立
圏
構
想
の

福
祉
分
野
で
、
高
齢

者
徘
徊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
、
徘
徊
模
擬
訓
練

も
積
極
的
に
す
す
め
て
い

く
立
場
で
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

定
住
自
立
圏
構
想
の

中
で
、
高
齢
者
徘
徊
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
趣
旨
で
徘
徊
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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意　見　書

意

見

書

提

出

青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
陳
情

︹
内
容
〕

　

青
少
年
健
全
育
成
に
対
す
る
基
本
理
念
や
方
針
な

ど
を
明
確
に
し
、
有
害
環
境
か
ら
青
少
年
を
守
る
た

め
の
国
や
地
方
自
治
体
、
事
業
者
、
そ
し
て
、
保
護
者

等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
に
よ
る
一
貫
性

の
あ
る
包
括
的
・
体
系
的
な
法
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

特
に
、
健
全
な
青
少
年
は
健
全
な
家
庭
か
ら
育
成

さ
れ
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
家
庭
の
価
値
を

基
本
理
念
に
据
え
た
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制

定
が
必
要
と
考
え
る
。

反
対
討
論

大
森　

秀
久 

議
員

　

青
少
年
健
全
育
成
基
本

法
の
制
定
を
求
め
る
陳
情

に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

の
否
定
と
も
取
れ
る
文
言

が
あ
り
、
価
値
観
と
し
て

健
全
な
家
庭
と
は
何
を
指

す
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

家
庭
の
問
題
で
論
じ
た
場

合
、
ひ
と
り
親
家
庭
も
あ

り
、
そ
れ
が
健
全
な
の
か

そ
う
で
な
い
の
か
に
ま
で

議
論
が
及
ん
で
く
る
可
能

性
も
あ
り
、
こ
の
陳
情
に

対
し
て
は
、
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論

福
本
み
や
子 

議
員

　

今
日
相
次
ぐ
少
年
の
凶

悪
事
件
の
発
生
で
青
少
年

の
荒
廃
は
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
都
道
府
県
青
少
年

育
成
条
例
の
限
界
も
あ

る
。

　

基
本
理
念
や
方
針
を
明

確
化
し
、
国
や
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
、
保
護
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
た

一
貫
性
の
あ
る
包
括
的
・

体
系
的
な
法
整
備
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
日

も
早
く
、
青
少
年
健
全
育

成
基
本
法
の
制
定
を
望
み

賛
成
討
論
と
す
る
。

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会「
採
択
」（
全
員
賛
成
）

〔
採
択
の
理
由
〕

　

過
去
の
動
き
、
青
少
年
保
護
条
例
と
の
兼
ね
合
い
、

昨
今
の
青
少
年
が
絡
ん
だ
事
件
等
を
確
認
し
、
全
会

一
致
で
採
択
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

国
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

〔
本
会
議
〕

「
採
択
」
賛
成 

12
人

反
対 

１
人

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
に
は
黙
と
う
を
。

平
成
24
年
12
月　

一
般
質
問

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
を
周
知
し
、

戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、平
和
の
た
め

黙
と
う
を
行
い
た
い
。

答　
　
　
　

弁

そ
の
後

　

平
成
25
年
か
ら
終
戦
記
念
日
の
正
午
に
サ

イ
レ
ン
を
な
ら
し
、黙
と
う
の
勧
奨
を
す
す
め

て
い
る
。



な
が
す
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会
だ
よ
り
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長
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会
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次の定例会は

開会の予定です

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

■問い合わせ先

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

18潮さい（H26.8.15 No.118）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

広
報
委
員

委
員
長　

徳
永　

範
昭

副
委
員
長　

竹
本　

信
次

委　

員　

福
本
み
や
子

委　

員　

大
森　

秀
久

委　

員　

荒
木　

睦
子

委　

員　

磯
野　
　

博

委　

員　

市
原　

一
広

発
行
責
任
者

議　

長　

松
井　

一
也

町民のひろば

　今回の傍聴は３月に続いて２回目でした。ピーンと張り詰

めた緊張感あふれる議場で一般質問の質疑応答を傍聴し、私

自身初めて知り得ることが多くいろいろ勉強になりました。

　又、「ながす議会だより潮さい」だけではわかりにくい白熱

した双方のやりとり、その生の迫力に圧倒されました。それぞ

れの立場で真剣に取り組まれていることもわかりました。皆

さんも機会があれば是非傍聴されてはいかがでしょうか。私

達が選んだ議員さんの活動振りやその姿勢を実感出来ること

はもちろん、何より今までにも増して町政への関心が高まっ

て来ると思います。私は今後も時間の許す限り傍聴したいと

思っています。

　

心
配
さ
れ
る
台
風
11
号
。

町
民
の
皆
様
に
被
害
が
な

い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。
そ
れ
で
も
こ
れ
か
ら
何

度
と
な
く
台
風
の
襲
来
を

受
け
る
こ
と
か
、
そ
ん
な
自

然
の
営
み
を
感
じ
る
季
節

で
す
。
季
節
と
い
え
ば
毎
年

我
が
家
の
窓
際
に
夏
の
日

差
し
を
避
け
る
た
め
の
ゴ
ー

ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
作
り
、
食
材
と
し
て
も
楽

し
ん
で
ま
す
が
、
今
年
は
ど

う
も
実
の
成
長
が
思
わ
し

く
な
く
感
じ
て
い
る
こ
の

頃
で
す
。
そ
ん
な
中
、
6
月

議
会
を
終
え
、
今
、
広
報（
潮

さ
い)

の
編
集
作
業
に
奮
闘

中
で
す
。
愛
読
さ
れ
る
「
潮

さ
い
」
で
あ
り
た
い
、
そ
う

願
い
つ
つ
！

（
睦
）

N
o.

　長洲町夏まつり「のしこら祭2014」を8月23日（土）に金魚

と鯉の郷広場で開催します。

　この『のしこら』の意味ですが、長洲町に昔から歌い継がれ

ている『長洲嫁入り唄』という唄があります。その唄の囃子詞

として、『のんしこら』と歌われる部分があります。歌詞の流れ

からいろんな苦労や世間の荒波を乗り越えて、長寿をまっと

うする・お嫁さんに“のしを添える”と言う意味が込められてい

るそうです。

　「のしこら祭2014」を「町民の祭」として楽しんでいただく

ために、現在、実行委員会で毎週火曜日に町中央公民館にて企

画委員会を行っています。来場された誰もが楽しんでいただ

けるよう、のしこ乱舞〜長洲舞人〜、金魚みこしレース、町民

総踊り、花火大会等、盛りだくさんのプログラムを予定し準備

中です。実行委員会一同、皆様にとって夏の夜の良き思い出と

なるような祭を開催したいと思っていますので、8月23日（土）

は是非、金魚と鯉の郷広場へお越しください。

月11日㈭9

118
2
0
1
4
年
8
月
1
5
日
発
行

議員活動や
姿勢を実感

夏の夜の

よき思
い出に…

中島　久子（宮崎区）

夏まつり実行委員会


